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あらまし：筆者らは、過去の調査(2010)において、レポート提出の期限までの時間や利用できる情報端末

の種類に関わらず、学生にとってのモバイル端末の位置づけがPCより高いことを確認した。本研究では、

スマートフォンの普及によりこれらがどう変化したか調査し、これらの結果をもとに今後モバイル機器を

利用した学生の学習支援への展望について述べる。 
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1. はじめに 

スマートフォンの普及に伴い、学生が利用する情報機

器はモバイル端末の割合が増えている。世界市場におけ

る携帯電話販売台数に占めるスマートフォンの比率は、

2013 年には約 41.7％に達しており、かつて筆者らが行っ

た調査(2010 年)に比べ大幅に増加している。筆者らが行

った前回の調査(2010年)において、Web提出でのレポー

ト提出における利用端末を調査したところ、PCでの提出

に比べ携帯端末からの利用がより多く見られた。また、

ケータイと PC の平均文字数を比較したところ、PC での

レポート提出の方がケータイでのレポート提出よりも平

均文字数が多かったが、統計的に有意な差は見られなか

った(t(214)=1.37,  n.s.）。今回、学生のモバイル端末がス

マートフォンへと変化した事を受け、モバイル端末の位

置づけの変化、デバイスと文字数の関係および該当デバ

イスを利用した理由について再度調査を行った。 

 

2. 調査概要 

2.1 調査の方法 

調査は、本学にて開講されている複数の情報処理演習Ⅰ

およびⅡの受講者 110名を対象に、2013年 5月に実施さ

れたレポート課題に対する 465 件の提出データを集計し

たものである。 

本講義では、学生のグループによる発表が毎回の講義

の初めに行われており、過去に発表となったテーマには、

“モバイルWiMAXとは”,“NFCとは”,“RFIDとは”

などがある。 

本調査において対象としたものは、グループ発表の内

容について学んだ事柄を後に振り返りが行えるよう各自

でまとめ、Web上のフォームからレポートとして提出した

ものである。課題の提示方法として、提出先URLおよび

該当URLへのQRコードを印刷した紙を配布した。また、

課題の締め切りは講義の翌日中までとした。これは本学

の演習室の空き利用可能時間も考慮したためである。利

用情報端末の種別の判別においては、学生が提出に利用

したブラウザのエージェント情報を利用すると共に、レ

ポート提出後のWebアンケートにおいて自らが利用した

端末を申告する形式を採った。 

 

3. 調査結果 

今回調査対象とした学生に対する予備調査では、携帯電

話所有率は100%であり、そのうちスマートフォン所有率

は 90.9%であった。また、PC の所有率は 83.6%であり、

そのうちの96.7%がインターネットに接続されていた。 

3.1 利用端末別 

提出に利用された端末については、図１のように、PC
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からの提出に対し、モバイル端末からの提出が全体のお

よそ7割を占める結果となった。 

 

図１．利用端末別 

 

また、当該端末を利用した理由として、モバイル機器

を利用した学生では、 

・スマートフォンであれば早く入力できるから 

・電車の時間を有効活用したかった 

・キーボードより、スマートフォンの方が文字を打つ

ことに慣れているから 

などが挙げられており、PCを利用した学生では、 

・家でゆっくりと落ち着いてやりたかった 

・時間をかけて作成したいと思った 

・他の課題のついでに課題を消化したいから 

などが挙げられた。 
 

3.2 レポート提出場所 

提出場所は自宅および学内からが81.7%を占め、屋外、

移動中等における提出が18.3%を占めた。 

 
図 2．レポート提出場所 

 

3.3 レポート文字数 

提出された文字数においては、PCからの提出(M=398.6, 

SD=226.83)の方がモバイル機器からの提出(M=305.17, 

SD=173.89)より平均文字数は多かったが、統計的に有意

な差は見られなかった(t(463)=4.820, n.s.)。 

また、送信するレポートの入力可能な文字数の上限に

ついて調査を行い平均を採ったところ、739.4文字であれ

ばケータイおよびスマートフォン等のモバイル機器から

入力するという回答が得られた。 

 

4. 考察 

本調査において、これまでの携帯電話が、スマートフ

ォンとして多機能化および普及が進んだ事により、モバ

イル情報端末としての利用がより身近なものとなってい

る事が自由記述欄より伺えた。 

今回、モバイル端末からレポートを送信した理由の多

くに、入力インターフェースの優位性が挙げられており、

時間および場所の制約から PC が利用できなかったため

モバイル機器を利用したのではなく、端末の優位性を認

識して利用していることがわかった。また、移動中にス

マートフォンでレポートを少しずつ作成しておき、後に

PC で編集を行い提出したという、PC とモバイル端末の

ハイブリッド型の利用もコメントから見受けられた。 

前回の調査(2010 年)では、スマートフォンの利用者が

全体の 1%であり、モバイル端末として集計した大半が、

いわゆるガラパゴスケータイであった。それに対し、今

回はモバイル端末からの提出では、ほぼ100%に近い学生

がスマートフォンを利用しての提出となった。しかし今

回提出されたレポートの文字数は、PC,モバイル共に増加

しており、Web インターフェースを利用している限り、

これまでのケータイと比較してスマートフォンがレポー

ト提出において文字入力以外に優位性があるとは言えな

いのではないだろうか。 

 

5. まとめ 

本稿では、レポート提出における利用端末と文章の長

さ、および提出場所について報告した。結果PCとモバイ

ル機器からの文字数においても前回同様に有意な差は見

られなかった。以上から、積極的にモバイル機器の利用

を進めることが、未提出者の割合を減らすためにも有効

であり、学生にとっても時間の有効な活用ができるので

はないだろうか。また今後レポートの採点結果など、よ

りレポートの中身についての比較分析を行う。 
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